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学級活動 生徒会活動 学校行事

学校の
教育目標

特別活動の
目標

目指す
生徒像

学校の教育目標  『自ら育つ』　　　一、　ものごとを正しく深く考え想像力の富んだ人になる(学習)　　　　　一、　健康なからだで豊かな心情の人になる(心身)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一、　思いやりの心をもち進んで協力する人になる(協調)

　　集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団や事故の生活上の課題を解決することを通
    して、資質・能力を育成することを目指す。
　　　　(1)多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。
　　　　(2)集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定したりすることができるようにする。
　　　　(3)自主的・実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会における生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、人間としての生き方についての考えを深め、
　　　　　　自己実現を図ろうとする態度を養う。

・意欲的に学力向上に向けて努力する生徒　・思いやりの気持ちと豊かな心をもち、社会におけるルールを守る生徒
・積極的に体力向上に努力する生徒　・物事に真摯に取り組む、誠実な生徒

特別活動の
重点目標

目
標

学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし，解決
するために話し合い，合意形成し，役割を分担して協力して実践
したり，学級での話合いを生かして自己の課題の解決及び将来の
生き方を描くために意思決定して実践したりすることに，自主
的，実践的に取り組む。

異年齢の生徒同士で協力し，学校生活の充実と向
上を図るための諸問題の解決に向けて，計画を立
て役割を分担し，協力して運営することに自主
的，実践的に取り組む。

　全校又は学年の生徒で協力し，よりよい学校生
活を築くための体験的な活動を通して，集団への
所属感や連帯感を深め，公共の精神を養う。

指
導
の
方
針

（１）学級や学校の生活づくりへの参画
　学級成員に共通する問題を取り上げ、自主的・実践的な活動を
通して、学級や学校生活の向上に努めようとする態度を育てる。
（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
　いじめや仲間はずれのない正しい人間関係をつくり、規律のあ
る態度を育てる。集団の中で、お互いの人格を理解し、友情を深
め合い生徒が直面している問題とのかかわりの中で人間としての
生き方を探求させる。また、人間の諸活動の基礎となる健康安全
や食を中心として諸課題に対応し健全な生活態度や習慣の形成を
図っていく資質や能力を育成する。
（３）一人一人のキャリア形成と自己実現
　生徒一人ひとりが、学ぶこと、働くこと、そして、生きること
について自己の問題として深く考えさせる。また、様々な課題に
適切に対応し、社会人・職業人として自立していけるようにす
る。人間としての生き方についての自覚を深め、自己実現を目指
した進路選択の能力を養う。

ア．よりよい学校生活を目指し、学校・学級生活を通して生徒の自主的・実践的な態度を育て生徒集団を育成する。
イ．学級活動・生徒会活動・学校行事を通して他者との協働的な学習とコミュニケーションスキルを身に付ける。
ウ.社会や集団の一員として他者のために尽くそうという社会貢献の精神を養う。

　職場体験（ﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｻﾞ･ﾄﾞﾘｰﾑ）やボランティア
活動などの社会体験や自然体験を通して、文化や
芸術に親しむ体験、幼児、高齢者、障害のある
人々と触れ合うことで、思いやりの心、勤労や奉
仕の精神、公共の福祉、心身の健康、協力，責
任、公徳心などにかかわる道徳性の育成をする。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築こ
うとする自主的，実践的な態度を総合的な学習の時間で、
さらに育成する。また、よりよく問題を解決する資質や能
力を育てる。

（１）学級や学校の生活づくりへの参画
　ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決
　イ 学級内の組織づくりや役割の自覚
　ウ 学校における多様な集団の生活の向上学級・学年
　　　　学校生活の充実と向上に関すること。
（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
　ア　自他の個性の理解と尊重，よりよい人間関係の形成
　イ　男女相互の理解と協力
　ウ　思春期の不安や悩みの解決，性的な発達への対応
　エ　心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成
　オ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
（３）一人一人のキャリア形成と自己実現
　ア 　社会生活，職業生活との接続を踏まえた主体的な学習
　　　　態度の形成と学校図書館等の活用
　イ 　社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成
　ウ 　主体的な進路の選択と将来設計
　　 　個人及び社会のあり方、ボランティア、学習の充実及
　　　び健康や安全に関すること。
   ☆　毎日の記録「タイムくん」・長期休業中のしおり等を使い
　　　生活習慣を整え学習の習慣をつける。
　☆　放課後補修教室の積極的な参加を促し学力向上を目指す。

　様々な活動を実践することを通して、自
分とのかかわりを視点とした問題発見能
力、課題解決能力などを育成するととも
に、これらを総合的な学習の時間の諸活動
に役立てるようにする。

　社会とのかかわりを考える学習活動として行わ
れる職場体験（ﾁｬﾚﾝｼﾞ･ｻﾞ･ﾄﾞﾘｰﾑ）活動とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
活動を体験的・奉仕的行事の実施に替える。ま
た、環境や自然を課題とした問題の解決や探究活
動として行われる林間学校・修学旅行を旅行・集
団宿泊的行事の実施に替える。いずれも、学校行
事の趣旨である学校集団や学校生活への所属感を
深め、望ましい人間関係の形成や公共の精神など
を養う活動であることを配慮する。

（1）生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や
 　運営生徒が主体的に組織をつくり，役割を分
  担し，計画を立て，学校生活の課題を見いだし
  解決するために話し合い合意形成を図り実践す
  ること。
（2）学校行事への協力
　 学校行事の特質に応じて，生徒会の組織を活
  用して計画の一部を担当したり，運営に主体的
 に協力したりすること。
（3）ボランティア活動などの社会参画
　 地域や社会の課題を見いだし，具体的な対策
  を考え，実践し，地域や社会に参画できるよう
  にすること。

（1）儀式的行事
　学校生活に有意義な変化や折り目を付け，厳粛
で清新な気分を味わい新しい生活の展開への動機
付けとなるようにすること。
（2）文化的行事
　平素の学習活動の成果を発表し，自己の向上の
意欲を一層高めたり，文化や芸術に親しんだりす
るようにすること。
（3）健康安全・体育的行事
　心身の健全な発達や健康の保持増進，事件や事
故，災害等から身を守る安全な行動や規律ある集
団行動の体得，運動に親しむ態度の育成，責任感
や連帯感の涵かん養，体力の向上などに資するよ
うにすること。
（4）旅行・集団宿泊的行事
　平素と異なる生活環境にあって，見聞を広め，
自然や文化などに親しむ。
（5）勤労生産・奉仕的行事
　勤労の尊さや生産の喜びを体得し、職場体験活
動などの勤労観・職業観にかかわる啓発的な体験
が得られるようにする。

備
考

　よりよい生活を築くために諸課題を見いだし、
これを自主的に取り上げ、協力して解決していく
自発的な活動である。このような生徒による自発
的な活動を通じて、望ましい人間関係の形成やよ
りよい生活づくりに参画する態度などにかかわる
道徳性を身に付ける。

各
教
科
・
読
書
科

　学級活動における話し合い活動、言語等による表現や発表など
が重要である。活動の企画・立案・調査を行う上で、活動の基礎
となる能力は、読書科、国語科など各教科の学習を通して培われ
ていく。他方、特別活動における自発的な実践活動によって各教
科で培われる能力が発展的に一層高められたり、深められたりす
る。このように各教科と特別活動はともに支え合い、相互に補い
合う関係にある。

　様々な活動における話し合い活動、言語等によ
る表現や発表などが重要である。また、活動の企
画・立案を行ったり、調査を行ったりする。こう
した活動の基礎となる能力は、読書科、国語科な
ど各教科の学習を通して培われていく。他方、特
別活動における自発的な実践活動によって各教科
で培われる能力が発展的に一層高められたり、深
められたりする。このように各教科と特別活動は
ともに支え合い、相互に補い合う関係にある。

　学校行事における話し合い活動、言語等による
表現や発表などが重要である。また、活動の企
画・立案を行ったり、調査を行ったりする。こう
した活動の基礎となる能力は、読書科、国語科な
ど各教科の学習を通して培われていく。他方、特
別活動における自発的な実践活動によって各教科
で培われる能力が発展的に一層高められたり、深
められたりする。このように各教科と特別活動は
ともに支え合い、相互に補い合う関係にある。

特

別

の

教

科

　

道

徳

令和６年度　　江戸川区立瑞江中学校　　　　特別活動全体計画

家
庭
や
地
域
と
の
連
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　生徒は、学級や学校の一員として学校生活を送るととも
に、家庭や地域の一員として生活しているため、学級活動
の指導においては、家庭や地域等との連携・協力が重要な
意味をもっていることから、家庭や地域の人々との連携な
どを工夫する。
　
　☆　自転車盗ゼロ作戦等、地域のボランティア活動
     に積極的に参加させる。

　校内の活動だけでなく、他校との相互交
流を図ったり、ボランティア活動などの地
域の行事への参加や小学校・高等学校との
相互交流をしたりするなど、校外での活動
へ広げていくことも図る。そのために家庭
や地域との連携を深め、その教育力の活用
を図ったり、地域の自然や文化・伝統を生
かしたり、社会教育施設等を活用した教育
活動を工夫していく。

  家庭や地域の人々との連携を深め、その
教育力の活用を図ったり、地域の自然や文
化、伝統を活かしたりする活動が展開でき
るよう工夫する。

　自己の役割や責任を果たして生活しようとする態度、よりよい
人間関係を築こうとする態度、集団や社会の一員としてみんなの
ために進んで働こうとする態度、自分たちで約束をつくって守ろ
うとする態度、目標をもって諸問題を解決しようとする態度、自
己のよさや可能性に自信をもち集団活動を行おうとする態度など
は、集団活動を通して身に付ける。

学校生活の充実発展や改善向上を目指し，生徒の
立場から自発的，自治的に行われるように援助
し、望ましい人間関係を形成する。また、集団や
社会の一員としてよりよい学校生活づくりに参画
し，協力して諸問題を解決しようとする自主的，
実践的な態度を育成する。

学校行事が他の教育活動における学習なり経験な
りを総合的に取り入れ，その発展を図り，効果的
に展開されるようにする。また，日常の各教科等
の学習を充実したものにすることにより学校行事
も成果をあげ，学校教育全体の調和を図り真に学
校生活を豊かな実りあるものにする。
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